
詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

ANAからのお知らせ

米子空港利用促進懇話会

便名
382
384
386
1088
388
390

出発
 7 時 25 分
 8 時 55 分
11 時 25 分
14 時 30 分
17 時 40 分
20 時 45 分

 8 時 45 分
10 時 10 分
12 時 45 分
15 時 50 分
19 時 05 分
22 時 05 分

到着
■米子⇒東京

便名
381
383
1087
385
387
389

出発
 6 時 50 分
 9 時 10 分
12 時 25 分
15 時 35 分
18 時 10 分
19 時 55 分

 8 時 15 分
10 時 35 分
13 時 50 分
17 時 00 分
19 時 35 分
21 時 20 分

到着
■東京⇒米子
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「
第
15
回
み
な
と
オ
ア
シ
ス
Ｓシ

ー
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会

in
境
港
」
が
11
月
９
日
・
10
日
、
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

特
設
会
場(

竹
内
団
地)
と
周
辺
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
海
の
幸
を
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ(

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ)

が
一
堂
に
会
す
る
大
会
で
す
。

賑
わ
い
と
環
境
テ
ー
マ
に
開
催

賑
わ
い
と
環
境
テ
ー
マ
に
開
催

賑
わ
い
と
環
境
テ
ー
マ
に
開
催

賑
わ
い
と
環
境
テ
ー
マ
に
開
催

Ｓｅａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
in
境
港

Ｓｅａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
in
境
港

11月９日・10日

　
今
大
会
は
「
賑

わ
い
」
と
「
環
境
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
北
海
道
か
ら

九
州
・
鹿
児
島
ま

で
32
の
港(
グ
ル

メ)

が
出
展
し
、

２
日
間
で
５
万
人

の
来
場
者
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
出
展
す
る
の
は

▽
北
海
道
＝
６
港

▽
東
北
＝
５
港
▽

北
陸
＝
２
港
▽
中

部
＝
３
港
▽
近
畿

＝
１
港
▽
中
国
＝

11
港
▽
四
国
＝
２

港
▽
九
州
＝
２
港

―
で
す
。
境
港
の
代
表
グ
ル

メ
は
「
元
祖
牛
骨
モ
サ
エ
ビ

ら
ー
め
ん(

ご
っ
つ
ぉ
×
神

楽)

」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
来
場
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
メ
を
食
べ
て
、

お
い
し
さ
を
評
価
し
て
投
票

し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し

ま
す
。

　「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
」
は
、

全
国
津
々
浦
々
の
港
で
水
揚

げ
さ
れ
る
水
産
物
を
活
用
し

た
ご
当
地
グ
ル
メ
の
こ
と
で
、

全
国
大
会
は
同
グ
ル
メ
の
普

及
を
通
じ
て
、
港
や
海
が
賑

わ
い
、
地
域
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
と
な
る
境
夢
み
な
と

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
の
出
展
の
ほ
か
、

海
上
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
艇

「
は
や
ぶ
さ
」
の
一
般
公
開

や
タ
レ
ン
ト
・
照
英
さ
ん
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
同
大
会
で
は
、
海
の

環
境
保
護
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
も
行
わ
れ
ま
す
。
会
場

内
で
排
出
さ
れ
る
食
器
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
全

て
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
・

再
資
源
化
す
る
ゴ
ミ
ゼ
ロ
大

　
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の

整
備
を
進
め
て
い
る
鳥
取
県

営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市

場(

昭
和
町)

は
、
10
月
15
日

に
７
号
上
屋
の
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
同
市
場
に
は
既
存
の
上
屋

が
1
号
か
ら
７
号
ま
で
あ
り
、

同
上
屋
は
最
後
に
整
備
さ
れ

た
も
の
。
こ
れ
を
も
っ
て
境

漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
全
て

の
魚
種
が
高
度
衛
生
管
理
対

応
に
移
行
し
ま
す
。

　
同
上
屋
は
、
境
漁
港
の
水

揚
げ
岸
壁
で
あ
る
７
号
岸
壁

の
背
後
に
位
置
し
て
お
り
、

沿
岸
漁
業(

い
わ
し
船
び
き

網
漁
業
、
す
く
い
網
漁
業)

の
水
揚
げ
に
対
応
す
る
上
屋

で
す
。
主
に
シ
ラ
ス(

じ
ゃ
こ
、

イ
ワ
シ
類
の
稚
魚)

な
ど
の

セ
リ
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
上
屋
で
取
り
引
き
さ
れ

た
シ
ラ
ス
は
境
港
市
内
の
水

産
加
工
業
者
が
煮
干
し
、
素

干
し
な
ど
の
原
料
に
利
用
。

一
部
は
、
鮮
魚
と
し
て
近
隣

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
取
り
扱

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
上
屋
は
、
既
存
の
上
屋

(
平
屋
建
て
、
延
べ
７
７
５

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会

と
し
て
は
初
で
あ
り
、
５
万

人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
実

施
も
今
大
会
が
初
め
て
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
隣
接
す
る
夢
み
な
と
公
園

で
は
、(

一
社)

境
港
青
年
会

議
所
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

す
る
「
さ
か
い
夢
み
な
と
朝

市
」
や
、
境
港
初
と
な
る
Ｂ

Ｍ
Ｘ
ス
ポ
ー
ツ
の
展
示
体
験

「
境
港
Ｂ
Ｍ
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｍ
」
な

ど
、
多
彩
な
催
し
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
大
会
公
式

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ(

２
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

同
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

(

境
港
市
都
市
整
備
課
港
湾

空
港
対
策
室

内
、
☎
47
―

１
０
２
７)

ま
で
。

平
方
㍍)

に
高
さ
１
・
２
㍍

の
壁
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
整
備

し
て
、
半
閉
鎖
型
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
待
機
場
を

増
築
。
屋
根
や
防
鳥
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
、
同
上
屋
に
つ
な

が
る
屋
根
付
き
の
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
通
路
も
整
備
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
、
排
気
ガ

ス
や
鳥
の
フ
ン
が
上
屋
に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
、
衛
生
管

理
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
境
港
水
産
事
務
所

の
宮
辺
伸
課
長
補
佐
は
「
境

漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
魚
種
が
高
度
衛
生

管
理
対
応
に
移
行
し
た
の
で
、

よ
り
一
層
、
安
全
・
安
心
な

魚
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

シ
ラ
ス
を
始
め
と
し
た
鮮
魚

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
水
産
事
務

所(

☎
42
―
３
１
６
７)

ま
で
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子

支
店(

米
子
市
加
茂
町)

と

境
港
商
工
会
議
所
は
、
融
資

相
談
会
「
一
日
公
庫
」
を
11

月
15
日
に
開
催
。
同
公
庫
米

子
支
店
の
担
当
者
が
境
港
商

工
会
議
所
に
出
向
い
て
、
融

資
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
に
決
算
書
な
ど
の
資

料
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
よ
り
迅
速
に
融
資
の
審

査
結
果
を
連
絡
で
き
ま
す

(

面
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す)

。
　
一
日
公
庫
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈮
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時(

予
約
が

必
要)

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
会

議
室(

境
港
市
上
道
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

、
ま
た
は
日
本
政
策

金
融
公
庫
米
子
支
店(

☎
34

―
５
８
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

融
資
相
談
会
一
日
公
庫

日
本
公
庫
と
境
港
商
議
所

11月15日

昨
年
の
第
14
回
沼
津
大
会
の
出
展
者
ら

全魚種が高度衛生管理対応に

７号上屋の整備完了
境港水産物地方卸売市場

境港産のシラス（じゃこ）をアピール
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ち
ょ
っ
と拝 見

大
型
ド
ロ
ー
ン
で
船
に
配
送

日
本
初
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

遠 藤 通 船

　
㈲
遠
藤
通
船(
入
船
町
、
遠
藤
大
輔
社
長)

は
、
大
型
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
事
業
展
開
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
の

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
の
新
規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た

け
鳥
取
２
０
２
４
の
境
港
市

交
流
大
会
開
始
式
が
10
月
19

日
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス(

上
道

町)

で
開
催
さ
れ
、
境
港
開

催
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
開
始

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
同
開
始
式
で
総
合
司
会
を

担
当
し
た
の
は
、
境
港
フ
ィ

ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使

の
上
田
ま
り
え
さ
ん
。
ま
り

え
さ
ん
は
、
10
月
20
日
に
み

な
と
テ
ラ
ス
で
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
ま
り
え

さ
ん
は
、
境
港
の
お
い
し
い

食
べ
物
を
紹
介
。

　「
私
は
『
千
代
む
す
び
酒

造
』
の
日
本
酒
が
大
好
き
。

酒
の
肴
に
は
、
モ
サ
エ
ビ
の

か
ら
揚
げ
が
最
高
で
す
。
カ

ニ
や
マ
グ
ロ
、
白
ネ
ギ
も
お

す
す
め
。
ラ
ー
メ
ン
好
き
で

も
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
通
っ
て
い
る
『
亀
福
』
の

ラ
ー
メ
ン
を
帰
境
す
る
た
び

に
食
べ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、(

一
社)
境
港
水

産
振
興
協
会
の
阿
部
祐
太
さ

ん
が
エ
ビ
の
刺
身
を
持
っ
て

会
場
に
入
り
、
ま
り
え
さ
ん

に
進
呈
。
そ
こ
へ
、
伊
達
憲

太
郎
・
境
港
市
長
が
カ
ニ
汁

を
持
参
し
て
飛
び
入
り
し
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
伊
達
市
長
は
カ
ニ
の
さ
ば

き
方
を
実
演
し
、
ま
り
え
さ

ん
が
実
食
し
た
後
、
カ
ニ
汁

を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
場
か
ら
退
出
。

そ
の
後
、
阿
部
さ
ん
と
ま
り

え
さ
ん
は
エ
ビ
の
刺
身
も
食

べ
て
、
境
港
の
名
産
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ま
り
え
さ
ん
は

「
カ
ニ
汁
に
負
け
な
い
タ
レ

ン
ト
に
な
る
ぞ
ー
」
と
決
意

表
明
。
大
変
盛
り
上
が
っ
た

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
し
た
。

　
同
社
は
、
境
港
に
入
港
す

る
貨
物
船
や
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
様
々
な
要
望
に
対
応
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

心
と
な
る
の
は
、
綱
取
り

(
船
を
岸
壁
に
接
岸
す
る
た

め
の
ロ
ー
プ
を
け
ん
引
す
る

作
業)
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
社
は
世
界

の
６
割
か
ら
7
割
の
シ
ェ
ア

伊
達
境
港
市
長（
左
）に
カ
ニ
汁
を
勧
め
ら
れ
る
上
田
ま
り
え
大
使

を
持
つ
ド
ロ
ー
ン
大
手
の
中

国
・
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
か
ら
最
新
鋭

の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
境
港
に

入
っ
て
く
る
船
や
日
本
海
を

通
過
す
る
船
を
対
象
に
、
日

用
品
や
食
料
品
、
船
の
部
品

な
ど
を
配
達
す
る
事
業
を
始

め
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
美
保
湾
に
停

泊
し
て
い
る
船
や
日
本
海
側

を
航
行
中
の
船
に
荷
物
を
届

け
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、

船
の
綱
取
り
も
行
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
に
つ
な
げ
た
綱
を

船
に
渡
す
の
で
、
波
が
荒
く

て
も
届
け
ら
れ
、
社
員
の
安

全
性
も
向
上
し
ま
す
。
ド
ロ

ー
ン
を
使
っ
た
船
へ
の
配
送

と
綱
取
り
を
行
う
事
業
は
日

本
初
の
試
み
で
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
事
業
を
行
う
場

合
に
は
操
作
の
国
家
資
格
が

必
要
で
、
国
土
交
通
省
に
は

包
括
申
請
を
行
っ
て
飛
行
許

可
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
の
難
し
い
面
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
「
境
港
は
船
が

避
難
し
や
す
い
地
形
な
の
で
、

強
み
を
い
か
せ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
境
港
か
ら
港
湾
サ

ー
ビ
ス
の
新
し
い
形
を
全
国

に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
的
に
は
全
国
展
開
も
考

え
て
い
ま
す
」
と
、
同
社
の

梶
谷
勇
太
専
務
取
締
役
。

　
ま
た
「
大
型
の
ド
ロ
ー
ン

は
、
見
か
け
た
ら
び
っ
く
り

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
う
い
う
事
業
も
あ
る
と
、

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
将
来
的
に
は
様
々
な
可

能
性
を
模
索
し
て
、
事
業
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
０
９
３
５)

ま
で
。

　
境
港
市
と
境
港
商
工
会
議

所
は
10
月
23
日
、
境
港
商
工

会
議
所
で
「
外
国
人
材
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
政
策
懇
談

会
を
開
催
。
外
国
人
材
を
受

け
入
れ
て
い
る
市
内
企
業
各

社
を
招
い
て
、
現
在
の
状
況

を
伺
い
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
ま
ず
、
境
港

市
産
業
部
の
担
当
者
が
境
港

市
の
外
国
人
に
関
す
る
現
況

や
法
改
正
に
つ
い
て
説
明
。

　
続
い
て
、
外
国
人
技
能
実

習
生
ら
の
日
本
語
教
育
の
状

況
に
つ
い
て
企
業
側
は
▽
今

後
の
法
改
正
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
日
本
語
の
レ
ベ
ル
を

確
認
し
た
い
▽
日
本
語
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
日
本
語
教
室
が

あ
る
と
良
い
―
な
ど
と
発
言

し
ま
し
た
。

　
次
に
、
外
国
人
が
日
本
で

働
く
た
め
の
資
格
に
つ
い
て

は
▽
継
続
し
て
働
く
た
め
に

必
要
な
日
本
語
能
力
や
技
能

試
験
の
難
易
度
が
高
い
▽
試

験
の
難
易
度
が
高
い
た
め
、

継
続
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

し
て
い
て
も
、
境
港
に
残
っ

て
も
ら
え
な
い
▽
受
験
対
策

と
し
て
の
勉
強
会
が
あ
る
と

良
い
―
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
環
境
に
つ
い
て

▽
現
状
で
は
、
相
部
屋
や
共

同
生
活
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

本
人
た
ち
の
希
望
や
ト
ラ
ブ

ル
回
避
の
た
め
に
は
１
人
部

屋
が
望
ま
し
い
▽
給
料
や
便

利
さ
で
は
都
会
に
勝
て
な
い

中
で
、
住
環
境
の
充
実
が
境

港
市
の
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
▽

W
i-Fi

環
境
が
必
要
―
と
い

っ
た
声
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
ト
ラ
ブ
ル

対
応
や
通
院
へ
の
付
き
添
い
、

言
葉
が
通
じ
に
く
い
な
ど
、

日
本
人
社
員
の
負
担
が
大
き

い
」「
行
政
に
要
望
す
る
だ

け
で
な
く
、
企
業
の
努
力
も

大
切
」
と
い
っ
た
発
言
も
。

　
市
産
業
部
の
担
当
者
は

「
今
回
の
意
見
交
換
は
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
境
港

市
が
魅
力
を
向
上
し
て
、
外

国
人
材
の
流
失
抑
制
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今

後
も
意
見
交
換
を
通
し
て
、

行
政
が
で
き
る
こ
と
、
県
や

国
に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
取

り
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ドローンを操作する同社スタッフ

境
港
市
と

境
港
商
議
所

政
策
懇
談
会
を
開
催

外
国
人
材
の
活
用
テ
ー
マ
に

　
境
港
商
工
会
議
所
・
常
議

員
の
う
ち
、
㈱
鳥
取
銀
行
境

港
支
店
の
職
務
執
行
者
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
２
０
２
５
年
10

月
31
日
ま
で
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

で
す
。

石
黒
修
一(

い
し
ぐ
ろ
・
し

ゅ
う
い
ち)

▽
事
業
所
＝
㈱

鳥
取
銀
行
境
港
支
店(

境
港

市
明
治
町)

▽
役
職
＝
支
店

長
▽
変
更
年
月
日
＝
２
０
２

４
年
10
月
1
日
▽
前
任
者
＝

高
瀬
裕
章(

前
・
支
店
長)

石黒修一・常議員
境港商議所 常議員

石黒支店長が就任
鳥取銀行境港支店 

上田まりえ　　　が総合司会
境港名産ＰＲのトークショーも

フィッシュ
大　　使

ねんりんピック境港交流大会開始式

政策懇談会に出席した皆さん

2
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かにの宅配便は
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―
海
外
展
開
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
当
機
構
は
『
海
外
展

開
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
支
援

は
、
何
度
で
も
活
用
で
き

る
『
相
談
窓
口
』
と
、
本

格
的
な
海
外
展
開
を
最
大

18
カ
月
継
続
支
援
す
る

『
伴
走
型
支
援
』
と
い
っ

　
　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
中
小
企
業
や
小
規
模

事
業
者
へ
の
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
の「
海

外
展
開
の
ス
ス
メ
」
は
、
同
機
構
中
国
本
部
の
西
祐ゆ

喜き

雄お

本
部
長
に
、
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市
内
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
当
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈲
橋
本
工
業
所(

小

篠
津
町
、
熊
谷
主き

み

拡ひ
ろ

社
長)

に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
同
社
は
オ
フ
ィ
ス
、
商
業

施
設
、
住
宅
な
ど
の
設
備
工

事
の
う
ち
、
各
種
パ
イ
プ
や

ダ
ク
ト
な
ど
の
設
備
を
行
う

管
工
事
業
の
専
門
業
者
で
す
。

　
社
員
31
人
の
う
ち
女
性
は

３
割
程
度
で
、
主
に
事
務
系

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

現
場
で
働
く
女
性
が
２
人
い

ま
す
。

　
こ
の
う
ち
１
人
は
施
工
管

理
を
行
う
技
師
で
、
工
事
の

た
２
段
階
の
制
度
設
計
に
な

っ
て
い
ま
す
。
業
種
や
対
象

国(

地
域)

、
海
外
展
開
の
段

階
ご
と
に
事
業
計
画
の
策
定

や
現
地
調
査
同
行
支
援
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
支
援
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
す
で
に
海
外

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
か
ら

の
ご
相
談
も
含
め
、
幅
広
く

ご
活
用
い
た
だ
け
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
」

―
初
め
て
取
り
組
む
場
合
に

は
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
。

　「
ま
ず
は
目
的
、
実
施
形

態
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
商

流
、
市
場
、
競
合
調
査
、
実

施
体
制
、
規
制
と
い
っ
た
海

外
展
開
を
行
う
た
め
の
骨
格

を
大
ま
か
に
検
討
し
ま
す
。

国
内
で
も
か
な
り
の
情
報
収

集
が
可
能
で
す
か
ら
、
海
外

展
開
の
全
体
像
を
描
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
の
段
階
で
は

『
分
か
ら
な
い
な
り
に
も
全

体
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
』
こ

と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
」

―
海
外
展
開
成
功
の
秘
訣
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　「
と
に
か
く
動
い
て
自
分

の
足
で
、
目
で
、
耳
で
情
報

収
集
す
る
こ
と
が
１
つ
。
ま

た
海
外
で
は
、
文
化
や
宗
教
、

商
慣
習
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め

方
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
に

至
る
ま
で
、
日
本
と
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
国
内
ビ
ジ
ネ

ス
の
常
識
を
捨
て
る
こ
と
が

２
つ
め
。
こ
の
２
つ
を
進
め

る
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近
な

支
援
機
関
を
う
ま
く
使
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　「
相
談
内
容
や
企
業
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ

っ
て
、
適
し
た
支
援
機
関

や
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
な

い
で
も
ら
え
る
」
と
の
話

に
は
、
支
援
機
関
同
士
の

連
携
の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
他
の

支
援
機
関
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
海
外

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
中
小
機
構
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
詳
細
は
、
同
機
構

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

２
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
参

照)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

図
面
制
作
や
工
程
管
理
・
予

算
管
理
を
行
い
、
現
場
を
指

揮
し
ま
す
。
も
う
１
人
は
施

工
現
場
で
実
際
に
配
管
の
組

み
立
て
作
業
な
ど
を
行
う
配

管
工
で
す
。

　
管
工
事
を
行
う
に
は
各
種

の
資
格
が
必
要
で
す
が
、
同

社
は
資
格
取
得
の
た
め
に
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
い
ま
す
。
男
性
だ
け
で
な

く
、
女
性
も
高
度
な
技
術
を

身
に
付
け
る
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
休
暇
も
取
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
基

準
法
で
定
め
る
年
次
有
給
休

暇
の
計
画
的
付
与
は
法
令
の

５
日
を
上
回
る
６
日
を
毎
年
、

盆
と
正
月
な
ど
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
し
な
が
ら
皆
で

話
し
合
っ
て
取
得
し
ま
す
。

　
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
で
す
。
ま

た
、
昨
年
の
女
性
の
有
給
休

暇
取
得
率
は
98
㌫
で
し
た
。

特
に
、
子
ど
も
さ
ん
の
こ
と

で
急
な
対
応
が
必
要
な
時
、

時
間
休
が
取
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
男
性
も
子
育
て

対
応
で
の
有
休
取
得
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
社
長
は
「
私
た
ち
の

仕
事
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

支
え
、
皆
さ
ん
の
当
た
り
前

の
日
常
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

事
で
す
。
女
性
も
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
人
は
男
女

を
問
わ
ず
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
３
２
３
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
は
働
き
続
け

な
が
ら
子
育
て
や
介
護
な
ど

を
行
う
労
働
者
の
雇
用
継
続

を
図
る
た
め
に
、
就
業
環
境

整
備
に
取
り
組
む
事
業
主
に

対
し
て
「
両
立
支
援
等
助
成

金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
同
助
成
金
に
は
▽
出
生
時

両
立
支
援
コ
ー
ス(

子
育
て

パ
パ
支
援
助
成
金)

▽
介
護

離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
▽
育

児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
▽
育

休
中
等
業
務
代
替
支
援
コ
ー

ス(

育
児
短
時
間
勤
務
中
の

業
務
を
代
替
す
る
同
僚
へ
の

手
当
を
支
給
し
た
場
合
の
助

成
金)

▽
柔
軟
な
働
き
方
選

択
制
度
等
支
援
コ
ー
ス
▽
不

妊
治
療
両
立
支
援
コ
ー
ス
―

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

(

☎
０
８
５
７
―
29
―
１
７

ー 橋本工業所 ー

男女ともに活躍できる環境づくり
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑬

海
外
事
情
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

中
国
本
部
長
に
聞
く

中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構

働きやすい職場へ

両立支援助成金

厚生労働省

　
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル

ー
ト
整
備
推
進
会
議
は
、
同

ル
ー
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
同
ル
ー
ト
は
、
中
海
と
宍

道
湖
の
周
囲
を
８
の
字
状
に

結
ぶ
高
規
格
道
路
網
で
す
が
、

現
在
は
、
両
湖
の
南
側(

山

陰
自
動
車
道)

な
ど
、
部
分

的
に
し
か
整
備
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
同
ル
ー
ト
の
整
備
が
進
め

ば
、
圏
域
内
で
の
移
動
時
間

短
縮
が
可
能
と
な
り
、
物
流

や
観
光
周
遊
の
促
進
に
つ
な

が
り
ま
す
。
加
え
て
災
害
時

の
代
替
機
能
や
交
通
事
故
の

減
少
な
ど
、
様
々
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
は
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

の
皆
さ
ん
に
同
ル
ー
ト
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
の
一
環
で
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

応
募
資
格
　
同
圏
域
の
在
住

・
在
勤
・
在
学
者

応
募
方
法
　
松
江
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
参
照)

に
掲
載
の
し

ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
事
項
を
入
力
し
、
作
品

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
送
信

入
賞
賞
品
　
▽
最
優
秀
賞

(

１
点)

＝
賞
金
５
万
円
と
圏

域
の
特
産
品
▽
優
秀
賞(

若

干
数)

＝
圏
域
の
特
産
品

応
募
期
限
　
11
月
30
日
㈯

発
表
　
来
年
３
月
頃
に
境
港

市
な
ど
、
圏
域
５
市
の
公
式

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
局

(

松
江
市
大
橋
川
治
水
・
国

県
事
業
推
進
課

内
、
☎
０
８
５

２
―
55
―
５
３

８
５)

ま
で
。

０
１)

へ
。
ま
た
、
厚
生
労

働
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

８
の
字
ル
ー
ト

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
中
整備推進会議

中
海
・

宍
道
湖

西祐喜雄中国本部長

配
管
作
業
を
行
う
同
社
の
女
性
ス
タ
ッ
フ

独独
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山陰旋網漁業協同組合 フードコートも充実！フードコートも充実！

境港水産物直売センター ☎0859-30-3857
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー

貴
社
の
商
品
は
大
丈
夫
？

境港商議所

11
月
20
日

　

境
港
商
工
会
議
所
は
11
月
20
日
に
「
食
品
表
示
新
ル
ー
ル

対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
食
品
表
示
ミ
ス
の
事
例

と
対
策
や
２
０
２
４
年
以
降
の
法
改
正
情
報
、
食
品
の
衛
生

管
理
な
ど
を
専
門
家
が
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
専
門
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
藤
原
和
樹

氏
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る

食
品
表
示
ミ
ス
の
事
例
と
対

策
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

最
新
の
食
品
表
示

事
情
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

　
自
分
で
は
「
正

し
く
や
っ
て
い
る

つ
も
り
」
の
食
品

表
示
も
、
法
律
に

照
ら
し
合
わ
せ
て

み
る
と
小
さ
な
ミ

ス
が
起
こ
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま

す
。特
に
２
０
２
４
年
は「
無

添
加
」
や
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
」

に
関
す
る
表
示
ル
ー
ル
の
変

更
が
あ
り
、
多
く
の
事
業
者

に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　「
昔
作
っ
た
ラ
ベ
ル
を
使

っ
て
い
た
が
、
ル
ー
ル
が
変

わ
っ
て
い
た
」「
小
さ
な
ミ

ス
で
百
貨
店
と
の
商
談
が
成

立
し
な
か
っ
た
」「
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
登
録
し

よ
う
と
し
た
ら
表
示
に
不
備

が
あ
っ
た
」
な
ど
、
食
品
表

示
ラ
ベ
ル
の
ミ
ス
が
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
ダ
メ
に
す
る

ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
昨
年
は
青
森
県
で

弁
当(
駅
弁)
の
集
団
食
中

毒
事
故
、
こ
と
し
は
う
な
ぎ

専
門
店
で
の
食
中
毒
事
故
な

ど
、
大
規
模
な
食
中
毒
事
故

の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
食
中
毒
事
故
の
事

例
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

　「
食
品
表
示
の
担
当
な
の

で
、再
確
認
を
し
た
い
」「
自

社
で
無
添
加
の
商
品
を
作
っ

て
い
る
」「
古
い
ラ
ベ
ル
の

見
直
し
を
し
た
い
」「
食
品

表
示
を
作
っ
て
み
た
が
不

安
」「
ネ
ッ
ト
販
売
や
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
な
ど
の
販

路
拡
大
を
計
画
中
」「
自
社

の
衛
生
管
理
を
見
直
し
た

い
」「
衛
生
管
理
に
不
安
が

あ
る
」
と
い
っ
た
事
業
者
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
内
容
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
20
日
㈬
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階 

第
１
会
議
室(

境
港
市

上
道
町)

講
師
　
藤
原
和
樹
氏(

Ｃ
コ

ｏ

ｒ
レ

ク

ト

ｒ
ｅ
ｃ
ｔ 

Ｌレ

ー

ベ

ル

ａ
ｂ
ｅ
ｌ

㈱
代
表
取
締
役)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

対
象
　
境
港
市
お
よ
び
近
郊

の
事
業
者

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

　

境
港
商
工
会
議
所
は
毎
月
１
回
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
知
財
無
料
相
談
会
を
開
催
し
、
知
的
所
有
権
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
相
談
会

の
支
援
担
当
者
・
澤
田
宏
二
さ
ん
に
、
著
作
権
に
つ
い
て

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ロ
ゴ
の
権
利
は
誰
に

　
ロ
ゴ
は
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド

の
顔
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
象

徴
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く
ロ

ゴ
を
作
る
な
ら
、
良
い
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

し
て
も
ら
い
、
自
社
の
イ
メ

ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
も
の
を

作
ろ
う
と
張
り
切
っ
て
取
り

組
む
企
業
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
ロ
ゴ
を
作
成
し
使
用

す
る
と
き
は
、
著
作
権
と
商

標
の
問
題
が
重
要
で
す
。

　
著
作
権
は
、
著
作
物
を
創

作
し
た
時
点
で
自
動
的
に
発

生
し
、
そ
の
取
得
の
た
め
に

な
ん
ら
手
続
き
を
必
要
と
せ

ず
著
作
者
に
認
め
ら
れ
る
権

利
で
す
。

　
著
作
権
者
と
は
、
そ
の
著

作
物
を
作
成
し
た
人
の
こ
と

で
、
ロ
ゴ
の
デ

ザ
イ
ン
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
に

委
託
す
る
場
合

は
、
著
作
権
者

は
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
あ
っ
て
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

側
が
ロ
ゴ
の
著

作
権
を
得
る
に
は
、
ロ
ゴ
の

引
き
渡
し
と
と
も
に
著
作
権

の
譲
渡
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
全
て
の
ロ
ゴ
に
著
作
物
性

が
認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
著
作
物
性
が
認
め

ら
れ
る
ロ
ゴ
を
使
用
す
る
場

合
に
は
前
述
し
た
と
お
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
著
作
権

者
と
の
関
係
を
正
し
く
把
握

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
著
作
権
の
所
在
に
つ
い
て

知
財
無
料
相
談
会
で
対
応
す
る
澤
田
宏
二
氏

取
り
決
め
を
し
て
お
か
な
い

と
、
企
業
が
ロ
ゴ
を
受
け
と

っ
て
も
、
著
作
権
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
極
端
な
場
合
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
許
可
を
受
け
な
い
と
、

勝
手
に
カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
商
品
な
ど
で
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能

性
も
あ
り
、
最
悪
の
時
に
は

デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
使
用
の
差

し
止
め
や
損
害
賠
償
請
求
を

受
け
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

商
標
の
取
り
扱
い
も
要
注
意

　
次
に
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド

の
顔
と
し
て
使
用
す
る
ロ
ゴ

は
商
標
出
願
し
、
商
標
登

録
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

商
標
登
録
に
よ
っ
て
商
標

権
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

商
標
を
独
占
的
に
行
使
で

き
る
権
利
が
保
護
さ
れ
ま

す
。

　
特
許
と
同
様
に
知
的
財

産
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た

め
、
も
し
他
者
が
無
断
で

使
用
し
た
と
き
に
は
、
侵

害
を
指
摘
し
て
使
用
を
止

め
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
一
方
、
他
者
の
商
標
権

を
侵
害
す
る
と
、
商
標
権

者
か
ら
使
用
の
差
し
止
め

や
損
害
賠
償
請
求
を
受
け

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

11月12日㈫・12月10日㈫ 午後1時～4時

11月13日㈬・12月11日㈬ 午後1時～4時

11月21日㈭・12月19日㈭ 午後1時～4時

11月・12月の相談会スケジュール

11
月
・
12
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

境
　港

商
議
所

各
種
個
別
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所 

経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

経
営
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
毎

月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相
談

会
を
開
催(

開
催
日
の
２
日

前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
員
は
、
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

知
財
無
料
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
毎

月
第
２
水
曜
日
に
知
財
無
料

相
談
会
を
開
催(

開
催
日
前

日
午
前
中
ま
で
の
予
約
が
必

要)

。
知
的
所
有
権
に
関
す

る
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
、
境
港

市
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
承
継
全
般
に
関
す
る
相
談

会
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開

催
し
ま
す(

開
催
日
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要)

。
相
談

員
は
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門

相
談
員
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ロゴの著作権と商標特別寄稿特別寄稿

INP I T鳥取県知財
総合支援窓口 支援担当 澤田宏二氏

最新の食品表示事情報告をする藤原和樹氏
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 11月・12月　５日間にわたり演奏やダンス

45団体が出演 境港市民音楽祭
　

境
港
市
民
音
楽
祭
が
11
月
24
日
、
12
月
７
日
・
８
日
・
21

日
・
22
日
の
５
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
に
続
き
２
回
目
。

公
募
で
集
ま
っ
た
境
港
を
中
心
と
す
る
45
団
体
が
演
奏
や
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
千
年

王
国(

松
ヶ
枝
町
、
黒
目
友
則
社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
沿
い
に
▽
水
木
し

げ
る
文
庫(

松
ヶ
枝
町)

▽

妖
怪
開
運
堂(

本
町)

▽
本

舗
目
玉
お
や
じ
ま
ん
じ
ゅ

う(

松
ヶ
枝
町)

▽
手
作
り

妖
怪
工
房
＆
鬼
太
郎
幽
便

屋
さ
ん(

松
ヶ
枝
町)

▽
大

正
川
カ
フ
ェ(

松
ヶ
枝
町)

―
の
５
店
舗
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
各
店
舗
に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
は
、
同
社
が
企
画
開

発
し
て
県
内
外
の
企
業
に
委

託
生
産
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
妖
怪
板
ハ
ガ

キ
は
智
頭
ス
ギ
な
ど
を
妖
怪

の
形
に
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
し

た
も
の
。
手
作
り
妖
怪
工
房

と
水
木
し
げ
る
文
庫
で
販
売

し
て
い
る
商
品
で
、
板
ハ
ガ

キ
に
好
き
な
色
を
塗
り
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
両
店
の

ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

　
消
印
は
６
種
類
の
妖
怪
ス

タ
ン
プ
か
ら
選
べ
、
投
函
か

ら
１
週
間
程
度
で
送
り
先
に

届
き
ま
す
が
、
５
年
後
に
届

く
未
来
ポ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
目
玉
お
や
じ
ま
ん

じ
ゅ
う
は
台
風
な
ど
で
規
格

外
と
な
っ
た
二
十
世
紀
梨
、

大
栄
ス
イ
カ
、
花
御
所
柿
な

ど
の
果
汁
を
白
餡
に
練
り
こ

ん
だ
人
形
焼
き
。
同
社
の
全

店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
川
カ
フ
ェ
で
販
売
す

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

は
、
長
さ
30
㎝
の
米

粉
チ
ュ
ロ
ス
。
鳥
取

県
産
ブ
ラ
ン
ド
米

「
星
空
舞
」
を
使
用

し
た
ス
ペ
イ
ン
発
祥

の
揚
げ
菓
子
で
す
。

　
和
三
盆
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

・
き
な
こ
・
抹
茶
・
紫
い
も

・
シ
ナ
モ
ン
の
フ
レ
ー
バ
ー

と
、
ほ
ぼ
磯
辺
焼
き
・
お
好

み
焼
き
風
味
の
ソ
ー
ス
か
ら

味
付
け
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
鳥
取
砂
丘

(

国
定
公
園
地
域
外)

の
砂

を
使
っ
た
砂
像
や
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
と
麹
菌
で
蒸
留
し
た

カ
ニ
焼
酎
、
フ
ロ
ー
ズ
ン
シ

境港発商品

発見

各
種
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

千
年
王
国

ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
が
あ
り
ま
す
。

　
同
社
の
黒
見
実み

ゆ
き由
さ
ん

は
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

は
観
光
客
が
多
く
集
ま
り

ま
す
が
、
地
元
の
人
に
も

鳥
取
県
の
い
い
も
の
や
美

味
し
い
も
の
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
５
０
４
０)

ま
で
。

昨
年
出
演
し
た
グ
ル
ー
プ

　
同
音
楽
祭
は
、
一
昨
年
開

催
さ
れ
た
「
み
な
と
テ
ラ
ス

開
館
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

き
っ
か
け
で
誕
生
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
し
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形

で
音
楽
文
化
の
普
及
・
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
た
皆
さ
ん
。

　
市
民
と
出
演
者
が
一
堂
に

会
し
、
演
奏
と
鑑
賞
を
同
時

に
楽
し
め
る「
市
民
音
楽
祭
」

を
開
催
し
た
い
と
実
行
委
員

会
が
発
足
し
、
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
の
阿
部
英

治
委
員
長
は
「
第
２
回
を
迎

え
る
境
港
市
民
音
楽
祭
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

ホ
ー
ル
の
空
気
を
震
わ
せ
る

楽
器
演
奏
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
一
期
一
会
の

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

出
演
者
と
も
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
の
入
場
料
は
一

般
が
５
０
０
円(

税
込)

、
高

　
東
京
圏
在
住
の
鳥
取
県
西

部
出
身
者
の
集
ま
り
で
あ
る

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
は
12

月
14
日
、
米
子
商
工
会
議
所

(

米
子
市
加
茂
町)

で
「
ふ
る

さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
米
子
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ふ
る

さ
と
の
活
性
化
を
目
指
し
て

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
が
例

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。
今

回
は
、
鳥
取
県
西
部
圏
域
の

高
校
生
が
地
元
や
自
分
た
ち

の
将
来
を
語
り
ま
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
半
で

は
「
探
求
学
習(

学
習
者
が

自
ら
の
興
味
や
好
奇
心
に
基

づ
い
て
テ
ー
マ
や
問
い
を
探

求
し
、
主
体
的
に
学
び
を
進

め
る
授
業
の
一
環)

」
な
ど

を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
基

に
、
高
校
生
ら
が
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
て
内
容
を
深
め
る
予

定
で
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
12
月
14
日
㈯
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
米
子
商
工
会
議
所 

７
階 

大
会
議
室

会
費
　
無
料

　
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ブ
・
セ

ブ
ン
テ
ィ
事
務
局
長
の
柏
木

雅
浩
さ
ん(E-m

ail

＝kashi
603@

gm
ail.com

)

へ
。 ク ラ ブ ・

セブンティ

西
部
圏
域
の
高
校
生
が
主
役

12
月
14
日 

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

校
生
以
下
は
無
料
で
す
。
５

日
間
通
し
チ
ケ
ッ
ト
で
全
席

自
由
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
境
港

市
文
化
ホ
ー
ル
と
み
な
と
テ

ラ
ス
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局((

一
財)

境
港
市

文
化
振
興
財
団
内
、
☎
44
―

１
０
０
０)

ま
で
。

妖怪板ハガキを手にする
黒目実由さん  Ⓒ水木プロ

 合唱　

日　時　11月24日㈰　開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　境港市文化ホール(シンフォニーガーデン、境港市中野町)
出演者　▷女声合唱団 沙羅▷境港市民合唱団▷コーラス すみれ会▷ハー
フェンコール▷シンフォニー少年少女合唱団▷コール はまなす▷渡公民館
童謡唱歌の会 みかんの花

 軽音楽・ダンス　

日　時　12月７日㈯　開場＝午後２時、開演＝午後２時30分
会　場　境港市民交流センター (みなとテラス、境港市上道町)
出演者　▷ゴスペルオーブ▷K-POPカバーダンス教室YUMYUM▷トラブ
ルメーカー▷フラハラウピカケテルヌマ▷テラペラ▷クリープハイプやりま
す。▷８時のポテト▷ジャズキッチン▷美保基地音楽部「遊空」▷Honey 
B Horns▷ほろろ一座 風紅咲(カグラ)

 軽音楽・ダンス　

日　時　12月８日㈰　開場＝午後２時、開演＝午後２時30分
会　場　みなとテラス
出演者　▷A・scale(s)▷ユミナキッズダンス▷Bird Hunters▷アマリリス
▷サンシャイン・オブ・ロック・ヘッド▷ダンススタジオジャム▷カリンバ
ごっこ▷美保基地ジャズ研究部「G－MA」▷ダンススタジオジャムジュニ
ア▷Bluegrass Five Revival▷よさこい華dan.▷シローズ

 器楽・声楽　
日　時　12月21日㈯　開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　みなとテラス
出演者　▷Violin＆Harp duo Cantabile▷ピアノの会「クレス」▷松田和篤
(ピアノ)▷山根詩葉(ピアノ)▷足立彩紀子(声楽とピアノ)▷永吉佑梨(ピア
ノ)▷歓(箏とピアノ)

 吹奏楽・器楽　
日　時　12月22日㈰　開場＝午後１時、開演＝午後１時30分
会　場　みなとテラス
出演者　▷さかいみなとウィンドアンサンブル▷上道小学校▷第一中学校
▷第二中学校▷第三中学校▷境高等学校▷境港総合技術高等高校▷小川智
也マリンバ＆ピアノアンサンブル「ペトリコール」withソプラノ足立彩紀子

第２回境港市民音楽祭 あらまし
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

早
期
検
挙
に
ご
協
力
を

指
名
手
配
被
疑
者
の
追
跡
を
強
化

境港警察署

　
２
０
２
４(

令
和
６)

年
８

月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か

境
み
な
と
寄
席

境
港
フ
ィ
ッ

シ
ュ
大
使

林
家
た
い
平
師
匠
ら
出
演

11
月
4
日

　

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

佐
名
木
知
信
会
長)

は
11
月
４

日
、
恒
例
の
境
み
な
と
寄
席
を
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

み
な
と
テ
ラ
ス
、
上
道
町)
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
と
し
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し

げ
る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
の
執
筆
者
は
、
渡
部
紗さ

弥や

佳か

さ
ん
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
は
水

木
し
げ
る
の
作
品
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
人
生
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
常
設
展
示
第
２
章
「
水
木

し
げ
る
と
戦
争
」
で
は
、
水

木
し
げ
る
の
壮
絶
な
戦
争
体

験
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
さ
ま
よ
い
、

マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
み
、
敵
の

爆
撃
で
左
腕
を
失
う
―
。
実

際
に
戦
地
に
携
行
し
た
愛
読

書
「
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
」
な

ど
の
豊
富
な
資
料
と
と
も
に
、

水
木
し
げ
る
の
戦
場
で
の
足

跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
「
水
木
シ
ア
タ
ー
」

で
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
娘
に
語

る
お
父
さ
ん
の
戦
記
」
を
元

に
し
た
映
像
展
示
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
常
設
展
示

第
２
章
の
内
容
が
わ
か
り
や

す
く
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
の
生
涯
に
お

い
て
、
戦
争
体
験
が
及
ぼ
し

た
影
響
は
大
き
な
も
の
で
し

た
。
そ
れ
は
、
の
ち
に
発
表

し
た
漫
画
作
品
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。

　「
総
員
玉
砕

せ
よ
！
」
は
実

際
に
あ
っ
た
玉

砕
を
題
材
に
、

戦
地
で
の
体
験

な
ど
を
交
え
な

が
ら
描
か
れ
た

漫
画
作
品
で
す
。

展
示
の
一
角
で

は
、
こ
の
作
品

に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
い
ま
す
。

　
流
れ
る
音
声

と
壁
い
っ
ぱ
い

の
漫
画
の
コ
マ

と
セ
リ
フ
は
、
迫
力
を
も
っ

て
作
品
世
界
を
伝
え
ま
す
。

  

作
品
を
通
し
て
、
水
木
し

げ
る
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
、
展
示
を
ご

覧
に
な
っ
て
体
感
し
て
く

だ
さ
い
。

常設展示第２章でフォーカスしている
漫画作品「総員玉砕せよ！」  Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介
水木しげる記念館 パートⅤ
水木しげる先生の戦争体験

境
み
な
と
寄
席
に
出
演
す
る
林
家
た
い
平
師
匠（
左
上
）ら

　
こ
と
し
で
28
回
目
の
開
催

と
な
る
同
寄
席
。「
よ
う
こ

そ
来
て
ご
し
な
っ
た 

笑
い

の
故く

郷に

へ
」「
が
い
に
笑
っ

て 

明
日
も
マ
メ
に
‼
」
を

合
言
葉
に
、
境
港
フ
ィ
ッ
シ

ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
の
林

家
た
い
平
師
匠
を
始
め
、
強

力
な
布
陣
で
皆
さ
ん
を
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
み
ま
す
。

　
同
寄
席
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
４
日(

月
・
祝)

▽
開
場
＝
午
前
12
時
30
分
▽

開
演
＝
午
後
１
時
30
分

場
所
　
み
な
と
テ
ラ
ス
・
市

民
ホ
ー
ル

出
演
者(

敬
称
略)

　
▽
林
家

た
い
平(

落
語)

▽
桂
宮
治

(

落
語) 

▽
ロ
ケ
ッ
ト
団(

漫

才)

▽
春
風
亭
一
猿(

落
語)

入
場
料
　
▽
前
売
り
券
＝
３

０
０
０
円(

税
込)

▽
当
日
券

＝
３
５
０
０
円(

税
込)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
境
港
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局(

境

港
市
上
道
町
、
境
港
商
工
会

議
所
内)

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
局

(

☎
44
―
５
４
７
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
約
５
９
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑
者

は
、
再
び
犯
行
を
行
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な

犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た

上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査

を
行
い
、
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く

似
た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ

た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
警
察
庁
指
定
重
要
指
名
手

配
被
疑
者
は
、
次
の
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１

１
０)

ま
で
。

11月13日㈬ 午前　　　精神科医
〃 　　　午後 産業医

11月14日㈭ 　　　午後 産業医
11月20日㈬ 午前　　　 産業医
11月21日㈭ 　　　午後 産業医
11月27日㈬ 　　　午後 産業医
11月28日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康や
長時間労働についての個別相談窓口を開設しています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

11月の相談日
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境　港

№114

青色申告会

青色申告会の元気企業

明治40年創業の老舗

　
記
録
的
な
夏
の
暑
さ
と
各

地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
大
雨
。
観
測
史
上
初
の

記
録
が
全
国
的
に
続
出
し
た

こ
と
し
の
夏
で
し
た
。

　
今
回
は
老
舗
中
の
老
舗
、

創
業
が
明
治
40(

１
９
０

７)

年
と
い
う
釘
谷
履
物
店

さ
ん
の
登
場
で
す
。
店
の
歴

史
も
凄
け
れ
ば
、
店
主
の
釘

谷
吉
三
さ
ん
も
凄
い
。
大
正

15(

１
９
２
６)

年
生
ま
れ
の

98
歳
。
大
正
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
そ
の
足
跡
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。

　
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
と
し

て
愛
さ
れ
賑
わ
っ
て
い
た
頃
、

店
が
次
々
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

降
ろ
し
、
正
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

商
店
街
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

頃
、
鬼
太
郎
ブ
ー
ム
で
土
産

物
店
や
飲
食
店
が
主
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
賑
わ
い
が
戻
っ

て
き
た
今
日
こ
の
頃
と
、
本

町
商
店
街
の
栄
枯
盛
衰
を
見

詰
め
て
き
ま
し
た
。

　
店
は
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
、
明
る
く
華
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
店
内
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
驚
か
さ

れ
る
の
が
下げ

駄た

の
陳
列
で
す
。

所
狭
し
と
並
ん
だ
赤
い
鼻
緒

の
鬼
太
郎
下
駄
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。

　
少
数
で
す
が
、
そ
の
ほ
か

に
も
雨
下
駄
、
雪
下
駄
、
高

級
材
で
作
ら
れ
た
板
前
さ
ん

専
用
の
高
下
駄
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん

は
圧
倒
的
に
観
光
客
が
多
く
、

８
割
を
占
め
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
多
く
の

注
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
兄
弟
姉
妹
全
員
が
欲
し

が
っ
て
い
る
」「
新
し
い
も

の
が
欲
し
い
」「
ニ
ュ
ー
ス

や
評
判
を
聞
い
て
」
な
ど
の

理
由
か
ら
の
よ
う
で
す
が
、

１
件
ず
つ
て
い
ね
い
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
釘
谷
履
物
店
と
い
え
ば
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
一
本

歯
の
下
駄
で
し
ょ
う
。
釘
谷

さ
ん
推
奨
の
文
字
通
り
歯
が

一
本
の
高
下
駄
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
鍛
え
ら

れ
る
の
は
勿
論
で
す
が
、
健

康
面
に
も
大
変
効
果
が
あ
る

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識

ＬＩＮＥを安全に使うポイント

　ほとんどの人が使っている「ＬＩＮＥ」ですが、初期
設定のまま使用すると、個人情報が外部に漏れてしま
うリスクがあります。特に、知らない人から連絡が来
たり、あなたのプロフィール情報が見られてしまう場
合があります。これを防ぐためには、適切な設定を行
うことが重要です。
　まず「友だち自動追加」の機能です。これは、あなた
の電話帳に登録されている連絡先を自動でＬＩＮＥの
友だちに追加する機能です。知らない人があなたの連
絡先を持っていると、その人もあなたを友だちとして
登録できてしまう可能性があります。この機能は設定
でオフにすることができます。
　次に「ＩＤでの友だち追加」をオフにすることが推奨
されます。ＩＤ検索を許可すると、あなたの「ＬＩＮ
Ｅ ＩＤ」が誰でも検索できる状態になり、見知らぬ人
からの友だち申請が増える原因になります。これも設
定で簡単に無効にできます。
　さらに「プロフィール写真」や「ステータスメッセー
ジ」など、個人情報が表示される部分も慎重に設定す
ることが大切です。これらの情報は公開範囲を制限し、
信頼できる友だちだけが見られるように設定しましょ
う。
　最後に、ＬＩＮＥの「プライバシー管理」設定を見直
すことが重要です。特に「公開範囲の制限」や「ブロッ
ク」機能を適切に使うことで、不要な連絡を避けるこ
とができます。
　ＬＩＮＥの初期設定のまま使用するのは危険です。
個人情報を守るためには「友だち自動追加」や「ＩＤで
の友だち追加」をオフにし、プロフィール情報の公開
範囲を限定することがポイントです。
　ここ数年、ＬＩＮＥを使った投資詐欺も多く発生し
ています。
　有名な投資家やタレントの名前、写真、音声を勝手
に使って「○×投資研究会」などというＬＩＮＥグルー
プを作って、そこで受け答えしているうちに勧められ
るまま、海外の聞いたことのないような投資会社に口
座開設し、指示されたとおりに入金して大切なお金を
失ってしまうのです。
　こんなことにならないようにセキュリティをしっか
りしたいですね。　　　　　　　　　　　　　　　 S

研
修
会
は
フ
レ
イ
ル
予
防
で

女
性
部
だ
よ
り

そ
う
で
す
。
難
し
く
は
な
く
、

す
ぐ
慣
れ
て
特
別
な
爽
快
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
や
、
日
常
生
活
で
下
駄

を
履
く
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
あ
な
た
の
大
事
な

足
で
す
。
毎
日
閉
じ
込
め
ら

れ
た
靴
か
ら
た
ま
に
は
解
放

し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

　
靴
下
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を

所狭しと並んだ鬼太郎下駄を紹介する
釘谷吉三さん　　　　　　 Ⓒ水木プロ

　
青
色
申
告
者
は
原
則
と
し

て
正
規
の
簿
記
の
原
則(

複

式
簿
記)

に
よ
り
記
帳
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

簡
易
帳
簿
で
記
帳
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
各
帳
簿
、
決
算
関
係
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
７
年
間
、

請
求
書
や
見
積
書
な
ど
に
つ

い
て
は
５
年
間
そ
れ
ぞ
れ
保

存
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　「
電
子
計
算
機
を
使
用
し

て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿

書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
は
、
税
務

関
係
帳
簿
書
類
を
電
子
デ
ー

タ
で
保
存
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

　
保
存
が
必
要
な
帳
簿
や
書

類
を
紙
で
は
な
く
電
子
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
す
る
と
、
保

管
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
に
な
る

ほ
か
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

で
生
産
性
向
上
や
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
境
港
青
色
申
告
会
女
性
部

役
員
会
を
９
月
に
開
催
し
、

こ
と
し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
研
修
会
の
内
容
を
検
討

し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
、
10
月
10
日
に
米
子

市
で
開
催
の
青
色
申
告
会
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
10
月
30

日
に
境
港
市
が
会
場
に
な
る

鳥
取
県
青
色
申
告
会
女
性
部

総
会
が
あ
り
、
日
程
調
整
が

難
し
い
た
め
開
催
を
見
合
わ

せ
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
も
含
め
た
フ

レ
イ
ル
予
防
の
研
修
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
日
時
、
詳

細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
色
申
告
会
や
青

色
申
告
会
女
性
部
に
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 釘谷履物店
代 表 者	 釘谷 吉三（くぎたに・よしぞう）
所 在 地	 境港市本町38
事業内容	 履物店
営業時間	 10：00～17：00
定 休 日	 不定休
T E L	 0859-44-５５２５

ー 釘谷履物店 ー

脱
ぎ
捨
て
、
素
足
で
下
駄
を

履
い
て
お
宅
の
周
り
を
ひ
と

回
り
す
れ
ば
、
10
本
の
指
が

大
喜
び
。
こ
の
爽
快
感
は
病

み
付
き
に
な
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

　
ま
た
、
釘
谷
履
物
店
で
一

足
購
入
し
て
店
主
・
釘
谷
さ

ん
の
下
駄
談
義
を
聞
く
の
も

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
　
T

帳簿の作成と保存

税務・会計
一口メモ

北

釘谷履物店

水木しげるロード

●
八木橋呉服店
●
八木橋呉服店

●
牛骨拉麺
ダドガド

●
牛骨拉麺
ダドガド

水木しげる
記念館



電話 0859－42－3817　Fax 0859－42－2431
営）17：30～22：30（Lo22：00）　お昼は予約のみ応相談
＊営業日、空席状況はHPのカレンダーをご覧ください！

コース料理、松葉ガニ料理、ベニズワイガニ料理、一品 山陰地方ならではの郷土料理山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「いただき」「いただき」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://komeya-sangyo.com/

全国発送承り中!
いただき(ののこめし)・大山おこわが
文化庁100年フードに認定されました。

おせち料理もあります。詳しく
は11月10日㈰の日本海新聞
の折込チラシをご覧ください。

まるはち屋　「かにまん」販売中!！
看板メニュー「紅ズワイガニらぁ麺」でお
馴染みの空港内飲食店「まるはち屋」で
は、期間限定で“かにまん”を販売中！
かにの身がぎっしり詰まったホヤホヤの
かにまんをぜひご賞味ください♪

◎かにまん　700円（税込）
　※テイクアウト可能 

●営業時間：10：00～14：30 (月・火・日曜日は16：00～20：00も営業)
※航空ダイヤの変更により変わる場合がございます。
●場所：米子鬼太郎空港ターミナルビル2階

か
に
み
そ
ソ
ー
ス
も

　 

つ
い
て
る
よ
！

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題

は
、「
㈲
赤
石
商
店
が
最
初

に
作
っ
た
お
菓
子
は
何
と
い

う
名
前
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
も
の
で
、正
解
は
②
の「
ら

く
が
ん
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
香
川

久
美(

清
水
町)

▽
石
橋
春
美

(
上
道
町)

▽
足
羽
令
吉(

竹

内
町)
▽
薮
内
征
子(

外
江

　
香
港
国
際
空
港
か
ら
米
子

鬼
太
郎
空
港
へ
の
国
際
定
期

便
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
の
航

空
機
が
毎
週
３
往
復
し
ま
す
。

10
月
27
日
に
第
１
便
が
到
着
。

多
く
の
外
国
人
乗
客
が
笑
顔

で
到
着
ロ
ビ
ー
に
登
場
し
ま

し
た
。
米
子
鬼
太
郎
空
港
に

町)

▽
永
谷
整(

松
ヶ
枝
町)

賞
品
　
味
噌
せ
ん
べ
い
、
抹

茶
せ
ん
べ
い
、
生
姜
せ
ん
べ

い
セ
ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
赤
石
商
店

(

花
町)

 

国
際
交
流
の
日

 

　
～
韓
国
秋
祭
り
～

日
時
　
11
月
３
日
㈰
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時(

最
終
入

場
時
間
＝
午
後
４
時
30
分)

　
こ
の
日
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
の
入
館
料
が
無
料
！

　
午
前
10
時
30
分
と
12
時
30

分
の
２
回
、
韓
国
お
で
ん
の

無
料
ふ
る
ま
い(

各
回
先
着

１
５
０
人
ず
つ)

が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
韓
国
の
伝
統
芸

能
「
プ
ン
ム
ル
ノ
リ
」
公
演

や
韓
服
体
験
な
ど
が
楽
し
め

ま
す
。

は
、
エ
ア
ソ
ウ
ル
の
運
航
す

る
米
子
―
ソ
ウ
ル
便
も
毎
週

３
往
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

韓
国
・
東ト

ン
へ海
と
結
ぶ
定
期
貨

客
船
航
路
も
再
開
し
、
ト
ゥ

ウ
ォ
ン
商
船
が
毎
週
１
回
境

港
を
訪
れ
ま
す
。
国
際
ク
ル

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
秋
の
お
祭
り
気
分
で
韓
国

文
化
を
楽
し
く
体
験
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
詳
細
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

ー
ズ
客
船
も
こ
と
し
は
31
回

寄
港
し
ま
し
た
。
境
港
の
会

社
に
勤
務
す
る
外
国
人
の
皆

さ
ん
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
都
市
・
境
港
で
働
い
て

い
る
こ
と
を
強
く
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈱千年王国(境港市松ヶ枝町)

11月8日㈮(当日消印有効)

① 星空米
② 星の輝き
③ 星空舞

㈱千年王国の大正川カフェ(松ヶ枝町)で販売
している米粉チュロスの米粉は、鳥取県産の
ブランド米を使用しています。その名前は何
でしょうか。(ヒントは５ページ)

賞品  「米粉チュロス」　５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

ショートカットの一例

○創業のきっかけ？…これまで美容師として、また美容学
校教員として経験を積んできました。私にとって地元で
ある境港市は大切で大好きな場所です。「近くにこんな美
容室があったらいいな！」を自分で実現しようと思い、
完全個室のプライベートサロンを2024(令和６)年４月に
オープンしました。ヘアからまつ毛までトータルビュー
ティーでサポートします！
○おすすめポイントは？…ショートカットからロングヘア
まで、どんなカットもお任せください。店内は完全個室
なので、あなたのためだけの時間を過ごしていただけま
す。肩や首のマッサージ、リンパ流しが付いたヘッドス
パや「『生まれたままの髪』に戻していく！」がコンセプ
トの髪質改善トリートメントも大変好評です。また得意
のショートカットでは、骨格や髪質に合った扱いやすい
スタイルをつくります。メニューにはまつ毛エクステや
まつ毛パーマもありますので、当店で全てが整います
よ！また、バリアフリー対応になっているので、シャン
プー台からスタイリングまで移動の必要がありません。
○お客様は？…若い人からご高齢の皆さんまで、幅広い年
齢層の女性のお客様がメインとなっていますが、男性の
リピーターも増加しています。お子さんのカットも大好
きです！
○今後の事業展開（展望）？…時代に合ったヘアスタイルを
つくり続けていきたいと思っています。現状に満足・納
得することなく、お客様の魅力を年齢と共に進化させる
ことを考えていきたいです。
○一言PR！…ご来店から最後までマンツーマンで施術し
ます。楽しくお話させていただいても、静かにゆっくり
過ごしていただいても大丈夫なように、お店の雰囲気作
りから心がけています。気軽にご連絡ください。

【事業所のあらまし】
代 表 者 	本庄ひかる(ほんじょう・ひかる)
所 在 地	 境港市渡町
T E L	 080-1339-9253
営業時間	 9：00～18：00（完全予約制）
休 業 日	 不定休
事業内容	 美容室

完全個室のこだわり空間

 メニューなどをご確認ください
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